
大潟村農家アンケート調査 

 

調査対象：「経営者本人」並びに「後継者と見込まれる方」 ５８２名 

回収結果：１７０名（回答率 ２９．２％） 

 

回答者の年齢 

 
 

 

１－１ たまねぎや南瓜等の高収益作物に取り組みたいと考えていますか。ま 

た、既に取り組んでいる方については、面積を増やしたいと考えてい 

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２

13%

１９

11%

１７

10%

２７

16%

２８

16%

１８

11%

１１

7%

１９

11%

９

5%

回答者年齢

35歳以下 ３６歳～４０歳 ４１歳～４５歳 ４６歳～５０歳 ５１歳～５５歳

５６歳～６０歳 ６１歳～６５歳 ６６歳以上 無回答

３２

19%

１１７

69%

１６

9%

５

3%

高収益作物への取り組み

取り組みたい（増やしたい） 取り組まない 取り組んでいるが面積は増やさない 無回答

４０歳以下  １２人 

４１～５０歳 １０人 



１－２ １－１で「新たに取り組みたい（増やしたい）」と回答した方で何の作 

物を増やしたいと考えているか。 

 

※その他 ： 長ネギ １、未定 １ 

 

 

１－３ １－１で「取り組まない」「取り組んでいるが面積は増やさない」と回 

答した方で取り組まない理由（課題）は何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５

41%

１５

41%

３

8%

２

5%

２

5%

取り組みたい（増やしたい）作物

カボチャ たまねぎ 花き メロン その他

５２

20%

６７

25%
１０３

39%

２６

10%

１５

6%

取り組まない（増やさない）理由

栽培技術 機械等の導入費 労働力不足 現状に満足 その他



１－４ 高収益作物に取り組むうえで村に期待することは何か。 

    ３８件中１５件が農業用機械の関連（別添のとおり） 

 

 

２－１ 環境保全型農業に取り組みたいと考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ ２－１で「新たに取り組みたい（増やしたい）」と回答した方で、どの 

ような農法を実施したいと考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８５

50%

２６

15%

５０

30%

９

5%

環境保全型農業

取り組みたい（増やしたい） 取り組み済み 取り組まない 無回答

４０歳以下 ２０人

４１～５０歳 ２２人

３４

24%

３３

23%３２

23%

２３

16%

１２

9%

７

5%

取り組みたい（増やしたい）農法

無代かき栽培 長期中干 畦畔除草と秋耕 無落水田植え 有機栽培 その他



２－３ ２－１で「取り組まない」と回答した方で取り組まない理由は何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４  環境への影響を危惧しているものは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 有機農業に取り組みたいと考えていますか。 

    取り組みたい（取り組み済み）  ４９ 

    取り組まない         １１６ 

３６

43%

３１

37%

６

7%

６

7%

５

6%

取り組まない理由

技術に不安 手間がかかる 関心が無い 機械導入 その他

7

16

17

27

52

57

61

79

127

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

メタンガスの発生

農業機械からの二酸化炭素

化学肥料の使用

農薬の使用

ＬＰＳ肥料被覆材

廃プラスチック

代かき水での汚濁

アオコの発生

環境への危惧

４０歳以下   ９人 

４１～５０歳 １２人 



３－２ ３－１で「取り組みたい（取り組み済み）」と回答した方の今後の有機 

農業取組について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ２－１で「取り組まない」と回答した方の有機農業に取り組まない理由。 

    ７２件中３８件が労働力関連（別添のとおり） 

 

 

３－４ 有機農業の問題についてどのように考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５

51%
２０

41%

２

4%

２

4%

取り組みたい（取り組み済み）のうち

拡大したい 現状維持 縮小したい 無回答

16

6

24

29

43

57

65

117

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

有機資材が手に入らない

完売できるか不安。

消費者の理解や意識

買い取り価格が低い

品質や生産量が劣るか不安

栽培技術、知識が不十分

手間、生産資材の費用

有機農業の問題点



３－５ 有機農業の拡大に向けて、村に期待することは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ 自身の営農において導入したい先端技術はあるか。 

    あ る  １４０ 

    な い   ２９ 

 

 

４－２ ４－１で「ある」と回答した方はどのような技術を導入したいと考え 

ているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

15

19

35

38

60

74

76

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

情報交換できる関係構築

輸出の推進

消費者に理解させる取組

新たな販売先の確保

予算等の増加

生産技術の普及

労働力の確保

村に期待すること

3

22

33

66

81

114

0 20 40 60 80 100 120

その他

栽培技術指導の動画配信

無人草刈り機

スマホ使用の遠隔管理

ドローンの活用

自動運転や直進アシスト

導入希望

４０歳以下  ３１人 

４１～５０歳 ３２人 



４－３ 先端技術を導入するにあたり、どの程度経費をかけても良いか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４  ４－１で「ない」と回答した方の理由。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１

8%

２０

14%

４８

33%

２４

17%

１５

10%

７

5%

８

6%

１０

7%

導入経費

かけたくない ～５０万円 ～１００万円 ～２００万円

～３００万円 ～４００万円 ～５００万円 それ以上

１５

43%

８

23%

３

8%

９

26%

導入しない理由

経費かけたくない 現状で満足 興味が無い その他



４－５ 先端技術の分野で村に期待することは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１ 将来のあなたの経営規模について。 

 
 

 

 

 

 

８１

48%８０

47%

３

2%

６

3%

経営規模

拡大したい 現状維持 縮小 無回答

8

36

41

140

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他

技術の共同研究

国、県事業の情報提供

機械の導入支援

村に期待すること

４０歳以下  ２１人 

４１～５０歳 １９人 



５－２ ５－１で「拡大したい」と回答した方の規模について。 

    ※どの程度に拡大したいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３ 拡大する場合の対象農地。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１

25%

１８

22%
１８

22%

４

5%

８10%

１０

12%

３

4%

どれ位に増やしたいか

２０ｈａ ２５ｈａ ３０ｈａ ３５ｈａ ４０ｈａ それ以上 無回答

５７

68%

３

4%

１１

13%

１３

15%

規模拡大の場所

増反地 近隣市町村 どちらも 無回答



５－４ ５－１で「現状維持」「縮小」と回答した方の理由。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－５ １０年後の米価（あきたこまち）について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３７

39%

２５

27%

２４

26%

８

8%

縮小（現状維持）理由

経営内容の充実を図る 後継者がいない 現状で満足 その他

１６

10%

５６

33%８９

52%

９

5%

１０年後の米価（あきたこまち）

上がる 現状維持 下がる 無回答



５－６ 将来、米価が下がった場合の対策として何が考えられるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－１ 村の輸出に向けた取り組みについてどう考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６７

29%

５２

23%

４５

19%

３７

16%

３１

13%

米価下落時の対策

高収益作物へ 規模拡大 複合化、周年化 高付加価値化 その他

４６

25%

４２

23%４０

21%

３６

19%

８

4%

１４

8%

輸出事業

村の取り組みを知らない もっと力をいれて欲しい 急ぐ必要はない

国内に力を入れるべき その他 無回答



６－２ 大潟村における大規模農業法人あるいは共同経営についてどう考え 

ているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－３ 農業産出額１００億円を１２０億円へ引き上げるために村はどうい 

った施策に取り組むべきか。 

５５件中１８件が高収益作物関連（別添のとおり） 

 

 

６－４ 将来（５年後、１０年後）の農業振興に向けた取り組みとして、村 

が取り組むべきこととしては何があると考えるか。 

全４６件（別添のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9

13

15

19

40

45

57

0 10 20 30 40 50 60

その他

どちらも必要なし

村には馴染まない

共同経営は可

受託組織が出来る

大規模法人は可

どちらも可

大規模法人、共同経営の可能性



７－１ モミガラをバイオマス資源として有効利用することについて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－２ モミガラを熱源として利用し､発生した燻炭は農業利用することにつ 

いてどう思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６２

37%

５３

31%

３３

19%

８

5%

９

5%

５

3%

モミガラボイラー

した方が良い できればした方が良い どちらとも言えない

できればしない方が良い しない方が良い 無回答

５５

32%

７３

43%

９ 5%

１２

7%

１１

7%

１０

6%

発生した燻炭の農業利用計画

した方が良い できればした方が良い できればしない方が良い

しない方が良い 他の方法を検討すべき 無回答

４０歳以下  １７人 

４１～５０歳 １３人 

４０歳以下  １２人 

４１～５０歳 １２人 

４０歳以下  １６人 

４１～５０歳 １１人 

４０歳以下  １７人 

４１～５０歳 １９人 



７－３ 事業化する場合の事業主体についてどう思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－４ モミガラ燻炭の技術が確立された場合、導入についてどうするか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５２

31%

４１

24%

２９

17%

３７

22%

１１

6%

実施の際の事業主体

三セク 民間 村 どちらとも言えない 無回答

４９

29%

６８

40%

２４ 14%

9

5%

20

12%

モミガラ燻炭の導入

導入してみたい 技術指導があれば導入 どちらとも言えない

導入不可 その他・無回答

４０歳以下  １４人 

４１～５０歳  ９人 

４０歳以下   ４人 

４１～５０歳  ５人 
４０歳以下   １０人 

４１～５０歳  １１人 

４０歳以下  １３人 

４１～５０歳  ７人 

４０歳以下  １７人 

４１～５０歳 ２１人 


